












1.研究目的 

超音波パルス波の生体作用を明らかにすることを目的とした。高出力パルス波をマウスに

照射し,胎仔への影響,特に催奇形作用について検索するために,以下のような条件を設定

し,実験を行なった。 

初年度より 3 年間:繰り返し周波数を一定にし,パルス幅,ピーク音響強度(ピーク値)を変

化させた条件で,妊娠 8日目のマウスに照射し,催奇形作用の有無を検討した。 

昭和 54 年度:同上の条件で妊娠 10 日日のマウスに照射し,妊娠時期の変化に対する影響を

検討した。また,閾値の検討のために,繰り返し周波数,パルス幅を一定にし,ピーク値を変

化させた照射実験を行なった。 


